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Living with people who withdraw from society 1 





Today, there are several big problems such as bullying of children and youth, school refusal and 
non-attendance, suicide, and Hikikomori in Japan. This essay focuses on the problem of Hikikomori. 
At first, I will reveal historical background of it. Secondly, I will search present situation and issues of 








































り支援は基本的に 10 歳代から 39 歳までに限られ
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 内閣府 2016 年度調査から明らかなように、15 歳
から 19 歳の高校生、大学 1•2 年制の青年期前期か


































の「不登校数」は益々増加し、13 万 4 千人にのぼ



































































現在は 5 万人程度です（率は、2％程度）。 
 高校中退する高校生は 1 年生が大部分を占めま






















ると考えられます（1997 年の卒業生 16000 人→
2013 年の卒業生 41000 人へと増加、在学生は、












 大学中退者の数は、最近かなり増え続け 2008 年
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 また、最近退学理由として「経済的理由」を上げ
る割合が増えていることも指摘しておきたいと思
います（2012 年度約 20％、2005 年度比 6.4 ポイン
ト増）。 
 それでは、大学中退後の進路はどうでしょうか。 

























は約 150 人であり、2007 年の約 2.5 倍となってい
ます 3）（「民医連新聞」、2012）。 
 2012 年 3 月の大学卒業予定者の内就職希望者数
は約 40 万 6 千人で、その内就職できたと予想され
る内定者は 32 万 7 千人となっています。そうする
とその差となる 7 万 9 千人が「就職失敗」をした
と推計されることになります。 








 大学卒業後、就職して 3 年で離職する者の割合は
約 3 割です。 
 就職して 1 年で 1 割、2 年で 2 割、3 年で 3 割辞
めるのは 30 年前からほぼ変化がありません。 
 また、一般的に就職後 3 年で辞める割合は、中学
卒 7 割、高校卒 5 割、大学卒 3 割と言われており、













 これまでの、2 回の内閣府の調査で、2010 年の
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定した男女以外の項目も設けられていない点。 




























































はじめ 15 件、翌 1986 年には東京都中野区富士見



























 このいじめの第 1 の社会問題化は、次節でふれる
登校拒否の増加と関連していたと考えられます。 
（２）登校拒否•不登校が次第に増加して行く時期 





















































（１）いじめの第 2 の社会問題化の時期 
 この時期、1994 年には、いじめ自死が愛知県西
尾市東部中学校 2 年の大河内清輝君はじめ 9 件、





































 この間大学中退者数も増加します。1990 年約 3
万名から、2000 年約 5 万名（そして、2006 年 6










再集計では、フリーターの数は、1992 年の 100 万
























①いじめの益々の増加と第 3、第 4 の社会問題化 
 2000 年代に入り、いじめは益々増加し、いじめ
問題も益々深刻なものになります。 
 2006 年には福岡県筑前町立三輪中学校 2 年の森
啓祐君はじめ 9 件のいじめ自死、翌 2007 年には、
東京都練馬区立三原台中学校 2 年の近藤絢君はじ





 また、2010 年には、群馬県桐生市立小学校 6 年
の村上明子さんはじめ 12 件のいじめ自死事件があ
りました。また、翌年 2011 年には、大阪府佐野市
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育政策研究所、2016）。 
②登校拒否•不登校の高止まりから増加へ 
 この時期図表 3 からの明らかなように、登校拒否
は高止まりから、2012 年以降増加に転じます。 
 さて、2000 年代に入り 02 年 9 月文部省に「不
登校問題に関する調査研究協力者会議」が設置され、
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＜註＞ 
 
註 1. 2015 年度の場合、「長期欠席」およそ 19 万 5 千人の内
訳は、「不登校」12 万 6 千人、「病気」4 万 7 千人、「経済的















































































て」（日本社会臨床学会『社会臨床』第 25 巻第 1 号） 
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